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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

福島県では、海洋観測（以下、観測）を観測定線・定点にて調査船により毎月実施している（図 

1）。観測結果は当センターが発行する海況速報や、国立研究開発法人水産研究・教育機構がまと

める海況予報等に用いられている。 

近年、本県海域において表面水温の長期的な上昇が示唆されるなど、海況が変化していること

から、沿岸定線のうち 50 海里以内の定点の水深 100ｍの観測結果を用い、2022 年～2024 年に

おける本県の海況の経過について整理した結果、2022 年～2024 年は期間全体を通し、水温の平

年差が高め基調で推移し、黒潮の影響を強く受けたことがわかった。                                                                                                        

（１） 2022 年 10 月～2023 年 10 月の水温は、平年差が+3.04～+5.99℃であり、高め基調で推移

した。2022 年 10 月頃より黒潮続流が接岸し暖水波及したことによると考えられた（図 2）。 

（２） 2023 年 12 月～2024 年 8 月は、平年差は+2.32～+7.00℃であり、高め基調で推移した。

また、2024 年 7 月の平年差は+7.00℃であり、過去 3 番目に高い記録であった。 

（３） 2023 年 11 月及び 2024 年 9 月は平年並みとなった。 

（４） 2022 年10 月～2024 年10 月における各定線の平年差の平均値は、塩屋埼定線では+4.29℃、

富岡定線では+4.77℃、鵜ノ尾埼定線では+3.52℃であり、「高め」～「極めて高め」に相

当し、全ての定線で高め基調であった。 

（５） 2022 年 10 月～2024 年 10 月まで、距岸 50 海里以内への黒潮続流が 11 回観測された（水

深 200ｍで 14℃以上を黒潮続流の指標とし、観測結果より算出）。これは観測を開始した

以降で最多の頻度であり、黒潮続流の影響が強いことが窺えた（表 1）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 効率的な操業を支援するための資料となる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 漁業関係者、研究機関 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 操業支援のため、今後も継続して海洋観測を実施し、海況を把握する必要がある。 



（記載様式）  整理番号３ 

※水深 200m において 14℃以上を指標とし、海洋観測結果より黒潮続流の距岸距離を算出した 

Ⅱ 具体的データ等 

図 1 海洋観測定点 

図 2 距岸 30 海里と 50 海里の水深 100ｍにおける海水温の平年差 

表 1 福島県海域における黒潮続流の距岸距離（海里） 
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※色塗箇所は 30 海里以内の観測時を示す（通常 50 海里） 

極めて高め +4.9℃~

高め +3.2 ~ +4.8℃

やや高め +1.3 ~ +3.1℃

平年並み -1.2 ~ +1.2℃

やや低め -1.3 ~ -3.1℃

低め -3.2 ~ -4.8℃

極めて低め -4.9℃~

平年差の目安 

※1991 年から 2020 年の 30 年平均を平年値として使用 

※図中の色の濃淡は平年差の目安を示す 

30海里水深100m 50海里水深100m 

※数字は距岸距離（海里）を示し、「-」は黒潮続流が観測されなかったことを示す。 


